
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
１

９
８
３
年
９
月
中
村
哲
医

師
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
を
支
援
す
る
目
的

で
結
成
さ
れ
た
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

団
体
で
す
。

１
９
８
６
年
よ
り
パ
キ
ス

タ
ン
国
内
の
ア
フ
ガ
ン
難

民
へ
の
診
療
を
本
格
的
に

開
始
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
国
内
に
も
活
動
範
囲
を

広
げ
、
１
９
９
１
年
、
そ

の
拠
点
診
療
所
を
開
設
し
、

北
東
部
の
３
診
療
所
を
中

心
に
、
山
岳
無
医
村
で
の

医
療
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
に
は
恒
久

的
な
基
地
病
院
と
し
て
Ｐ

Ｍ
Ｓ
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

医
療
サ
ー
ビ
ス
）
病
院
を

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
し

ま
し
た
。

医
療
活
動
の
一
方
で
、

２
０
０
０
年
、
大
旱
魃
に

見
舞
わ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
村
々
で
水
源
確
保

事
業
を
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
飲
料
用
井
戸
約
１
６
０

０
本
と
直
径
約
５
ｍ
の
灌

漑
用
井
戸
13
本
を
掘
削
し

ま
し
た
。
ま
た
カ
レ
ー
ズ

（
伝
統
的
な
地
下
水
路
）

38
か
所
を
修
復
し
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
穀
物

自
給
率
90
％
を
超
え
る
農

業
国
で
、
人
口
の
８
割
が

農
民
で
す
。
タ
リ
バ
ン
や

軍
閥
な
ど
武
装
民
の
ベ
ー

ス
は
農
民
で
す
。
私
た
ち

が
こ
の
事
業
に
力
を
入
れ

る
の
は
、
飲
料
水
確
保
が

第
一
の
病
気
予
防
対
策
で

あ
り
、
農
業
を
再
生
す
る

こ
と
が
一
番
の
就
業
対
策

で
あ
る
か
ら
で
す
。

日
本
の
貢
献
は
軍
事
で

は
な
く
、
民
生
支
援
こ
そ

重
要
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
を

精
神
的
支
柱
と
す
る
国
で
、

そ
こ
に
住
む
人
々
は
外
国

人
に
も
寛
容
で
す
。
30
年

近
い
活
動
で
私
た
ち
が
学

ん
だ
こ
と
は
、
相
手
の
文

化
を
理
解
し
、
尊
重
す
る

と
い
う
こ
と
の
重
要
さ
で

す
。

（
編
Ｏ
）

政
府
は
昨
年
度
か
ら

「
安
全
保
障
技
術
研
究
推

進
制
度
」
の
下
で
公
募
を

始
め
た
。
東
北
大
学
で
は

一
定
の
場
合
に
研
究
費
の

公
募
に
応
じ
て
良
い
と
す

る
「
考
え
方
」
に
も
と
づ

き
公
募
を
周
知
し
、
ま
た

そ
の
「
考
え
方
」
改
定
案

に
つ
い
て
意
見
募
集
を
し

た
。
「
考
え
方
」
と
そ
の

改
定
案
に
は
組
合
を
ふ
く

め
多
く
の
批
判
的
意
見
が

出
た
。
そ
の
後
に
き
た
公

募
に
つ
い
て
大
学
は
、
そ

の
公
募
内
容
か
ら
本
学
研

究
者
の
応
募
を
認
め
な
い

こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
の
公
募
に
つ
い
て
も

昨
年
度
の
公
募
内
容
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
た
め
、

本
学
研
究
者
が
研
究
実
施

者
と
し
て
応
募
す
る
こ
と

は
認
め
な
い
こ
と
と
し
た
。

今
後
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
行
う

が
、
当
分
の
間
は
研
究
推

進
本
部
運
営
委
員
会
に
お

い
て
審
議
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

「
二
度
と
軍
事
研
究
を

行
わ
な
い
」
と
の
学
術
会

議
宣
言
を
守
る
た
め
、
政

府
や
本
学
の
動
き
を
注
視

し
て
い
こ
う
。

（
編
）

本
書
の
元
は
、
二
〇
〇

五
年
に
行
わ
れ
た
宮
城
・

研
究
者
「
九
条
の
会
」
発

足
集
会
記
録
で
、
二
〇
〇

七
年
に
「
み
や
ぎ
憲
法
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
№
３
」
と
し
て

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
本
会
発
足
十

周
年
を
記
念
し
て
、
増
補

し
た
う
え
で
「
み
や
ぎ
憲

法
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
№
８
」

と
し
て
、
本
年
二
月
に
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

増
補
を
行
っ
た
理
由
は
、

昨
年
九
月
十
九
日
に
立
憲

主
義
を
踏
み
に
じ
っ
て
乱

暴
に
「
成
立
」
し
た
「
戦

争
法
」
を
批
判
し
、
廃
止

す
る
た
め
の
運
動
の
一
助

に
な
り
た
い
と
の
強
い
意

欲
で
す
。

そ
の
た
め
、
①
小
田
中

聰
樹
氏
（
刑
事
訴
訟
法
、

東
北
大
学
名
誉
教
授
）

「
『
戦
争
法
』
の
本
質
と

人
民
の
闘
い
、
そ
し
て
希

望
」
②
広
中
由
美
子
氏

（
数
学
、
早
稲
田
大
学
教

授
）
「
二
〇
一
五
年
、

『
戦
争
法
案
』
が
上
程
・

強
行
採
決
さ
れ
て
…
」
の

二
つ
の
論
考
を
増
補
し
ま

し
た
。

本
書
の
中
心
で
あ
る
広

中
俊
雄
氏
（
民
法
・
法
社

会
学
、
東
北
大
学
名
誉
教

授
、
故
人
）
「
戦
争
放
棄

の
思
想
―
憲
法
九
条
を
考

え
る
視
点
―
」
に
は
変
更

を
加
え
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
で
強
調
さ
れ
る
「
人

間
の
尊
厳
」
と
い
う
視
点

か
ら
憲
法
九
条
を
み
る
こ

と
は
、
い
ま
で
こ
そ
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

冊
税
込
み
五
百
円
で

す
。
職
員
組
合
書
記
局
に

お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
ご
購
入
く
だ
さ

い
。

（
元
組
合
員
・

吉
田
正
志
さ
ん
）
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憲
法
を
活
か
す
宮
城
県
民
集
会

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
命
の
水
を
ー
民
生
支
援
こ
そ
日
本
の
国
際
貢
献
ー

福
本
満
治
氏
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長
）

「
新
刊
案
内
」

『
戦
争
放
棄
の
根
本
思
想
は
何
か
』
（
増
補
版
）

宮
城
・
研
究
者
「
九
条
の
会
」
編

軍
事
研
究
に
対
す
る

東
北
大
学
の
対
応

5.1メーデー集会

安保法制は廃止！

日本が戦争に巻き込まれる危険のある安保法制は

廃止にしようという運動が広がっています。メーデーで

はもちろんのこと、５月２８日の安保法制廃止みやぎ

県民大集会や毎月１９日の行動等で市民の意思を

示してきました。

廃止させるまで運動を強めていきましょう。
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